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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
は
、
清
々
し
い
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
、
村
政
の
発
展
と
議
会
運
営

に
対
し
て
多
く
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
、
日
本
の
み
な
ら
ず
世
界
各
地
域
に
お
い

て
、
甚
大
な
自
然
災
害
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

幸
い
に
も
、
我
が
村
に
お
い
て
は
、
こ
こ
数
年
、

大
き
な
災
害
に
遭
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
有
事
に
備

え
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を
目
指

し
、
地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
体
制
の
確

立
・
強
化
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
、
村
で
は
「
第
一
次
風
間
浦
村
総
合
計
画
」
、

「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
を
基

に
事
業
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
少
子
高

齢
化
の
加
速
が
止
ま
ら
ず
、
人
口
が
２
、
０
０
０

人
を
き
っ
た
中
で
限
ら
れ
た
財
源
で
村
民
の
福
祉

の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
し

て
監
視
し
提
案
も
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
低
迷
が
長
引
く
地
場
産
業
の
漁
業
に
つ

い
て
は
、
村
内
外
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
知
恵
と
工

夫
を
結
集
し
、
今
を
生
き
、
未
来
に
繋
げ
る
漁
業

振
興
対
策
を
強
化
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

私
ど
も
議
員
一
同
、
ま
す
ま
す
多
様
化
す
る
社

会
・
経
済
情
勢
の
流
れ
を
適
確
に
把
握
し
、
小
さ

く
て
も
「
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
」
を
目
指
し
ま

す
。
そ
し
て
、
創
意
工
夫
を
重
ね
、
皆
様
が
村
政

運
営
に
参
画
で
き
る
環
境
を
整
え
る
と
と
も
に
、

村
民
と
行
政
の
架
け
橋
と
し
て
の
役
割
と
責
任
を

自
覚
し
、
さ
ら
に
一
歩
前
へ
進
め
る
議
会
活
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
声
を
反
映
し
、
こ
の
先
も
「
住
ん
で

よ
か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
に
、
議
員

一
同
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
一
層
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
新
し
い
年
が
活
力
に
あ
ふ
れ
、
村

民
皆
様
が
心
身
共
に
生
き
生
き
と
健
康
に
暮
ら

せ
る
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

年
頭
挨
拶

風

間

浦

村

議

会

議
　
長

金

森

一

規

～
持
続
可
能
な
村
づ
く
り
～
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議
員
一
同
、

　
村
民
の
皆
様
の

　
ご
多
幸
を
お
祈
り

　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

議
　
員

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

　
〃
　

平

井

賢

一

中

嶋

　

茂

菊

池

隆

年

蛸

島

　

巨

能

登

勝

彦

33

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で
新
年
の
お

慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
か
ら
村
議
会
へ
の
深
い
ご
理
解
と
議
会
活
動
に

対
し
温
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

昨
年
も
、
西
日
本
や
北
海
道
な
ど
全
国
的
に
災
害
の
多
い
年

で
、
平
成
30
年
７
月
豪
雨
な
ど
相
次
い
で
自
然
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
と
本
年
の
無
災

害
を
願
う
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
我
々
も
風
水
害
と
地
震
に
は

特
に
危
機
感
を
も
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

ま
す
。

　

さ
て
、
全
国
的
な
取
り
組
み
で
あ
り
ま
す
地
方
創
生
で
ご
ざ

い
ま
す
が
、
本
村
の
経
済
を
け
ん
引
し
て
ま
い
り
ま
し
た
地
場

産
業
が
、
年
々
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
数
年
続
く
ス
ル
メ
イ
カ
の
不
漁
は
、
全
国
的
な
現
象
で
漁

業
者
の
皆
さ
ん
は
、
大
変
ご
苦
労
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
思
い
ま

す
。
資
源
の
回
復
を
切
に
願
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
現
状
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
昨
年
11
月
か
ら
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
ウ
ニ
籠
養
殖
の
試
験
的
取
組
み
に
は
、
大
変
、

期
待
を
寄
せ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
長
年
地
元
の
皆
様
に
愛
さ
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
大

湯
・
新
湯
浴
舎
の
老
朽
化
に
伴
い
新
浴
舎
建
設
に
向
け
て
事
業

が
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
新
浴
舎
が
桑
畑
温
泉
と
共
に
村

の
皆
様
に
愛
さ
れ
、
交
流
人
口
が
増
え
、
新
た
な
下
風
呂
温
泉

郷
の
観
光
振
興
に
大
き
く
寄
与
さ
れ
る
施
設
に
な
る
こ
と
を
期

待
す
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、﹁
空
き
家
対
策
﹂
、﹁
高
齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

村
づ
く
り
﹂
そ
し
て
﹁
若
い
世
代
の
定
住
対
策
﹂
な
ど
課
題
は

山
積
し
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
と
一
層
の
連
携
強
化
を
図
り
な

が
ら
、
そ
の
声
を
行
政
に
届
け
、
政
策
の
提
案
や
事
業
の
推

進
、
検
証
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
皆
様
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

風
間
浦
村
に
と
り
ま
し
て
、
新
し
い
年
が
活
気
に
あ
ふ
れ
、

村
民
の
皆
様
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

よ
う
、
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と
い

た
し
ま
す
。

年
頭
挨
拶

風

間

浦

村

議

会

副

議

長

杉

山
　

太

年
頭
に
あ
た
り
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条
　
例
　
案

補
正
予
算
案

月12
定例議会
あらまし
あらまし

4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
賛
成
６
：
反
対
０
）

★
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
容
： 

県
人
事
委
員
会
勧
告
に
準
ず
る
職
員
の
給
料
等
の

改
正

　
　
　
　
　

主

な

改

正

点

　
　
　
　
　

・
若
年
層
を
中
心
に
給
料
月
額
の
引
き
上
げ

　
　
　
　
　

・ 
勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を
年
０
・
０
５
月
分

引
き
上
げ

★�

風
間
浦
村
特
別
職
の
職
員
の
給
料
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

内
容
： 

県
の
特
別
職
給
料
の
改
正
に
準
じ
、
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
年
０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ

★�

議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

内
容
： 

県
議
会
議
員
の
一
部
改
正
に
準
じ
、
期
末
手
当
の

支
給
割
合
を
年
０
・
０
５
月
分
引
き
上
げ

★
指
定
管
理
者
の
指
定
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　

内
容
： 

風
間
浦
保
育
所
の
指
定
管
理
者
に
「
み
ち
の
く
福

祉
会
」
を
指
定
す
る
た
め
の
も
の

★�

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関
す
る
協
定
の
一
部
を
変
更
す
る

協
定
の
締
結

　

内
容
： 

地
域
経
済
拡
大
の
た
め
、
地
場
産
品
販
路
拡
大
事

業
を
加
え
る
た
め
の
変
更
協
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
賛
成
６
：
反
対
０
）

★
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

１
千
８
百
93
万
２
千
円
を
減
額
、
総
額
26
億
９
９

千
17
万
６
千
円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
国
庫
支
出
金　

１
百
92
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　
　

︵ 

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス
テ
ム
整
備

費
補
助
金
︶

　
　
　
　
　

・
県
支
出
金　
３
千
２
百
74
万
８
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　
　

︵ 

県
営
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
委
託
金
︶

　
　
　
　
　

・
繰
入
金　
３
百
80
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

︵
前
年
度
繰
入
金
︶

　
　
　
　
　

・
村
債　

７
百
70
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　
　

︵
保
育
所
施
設
整
備
事
業
債
︶

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・ 

過
年
度
分
後
期
高
齢
者
医
療
療
養
費
給
付
費

負
担
金
精
算
分　

４
百
５
万
３
千
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・ 

農
道
潜
石
線
整
備
事
業
に
係
る
用
地
取
得
費

２
千
７
百
52
万
６
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・ 

農
道
潜
石
線
整
備
事
業
に
係
る
立
木
等
補
償

費　

５
百
24
万
７
千
円
の
減
額

　
　
　
　
　

・ 

学
校
冷
房
設
備
設
置
工
事
実
施
設
計
委
託
料

３
百
40
万
円
の
計
上

金森　一規 議長

12
月
定
例
議
会全

会
一
致
可
決

全
会
一
致
可
決

　平成３０年第４回定例会（１２月議会）は、１２月
５日から７日までの３日間の会期で開会されました。
　５日は、村長提案理由、委員会報告の後、１名の議
員が一般質問に登壇しました。
　７日には、議案の審議・採決を行い閉会しました。
　審議された案件内容は、次のとおりです。

条例案等 5 件
補正予算案４件を可決
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★
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

57
万
８
千
円
の
追
加
、
総
額
３
億
１
千
９
百
57
万

円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
特
別
調
整
交
付
金　

27
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　

・ 

財
政
安
定
化
事
業
繰
入
金　

30
万
８
千
円
の

追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・ 

療
養
給
付
費
・
調
整
交
付
金
シ
ス
テ
ム
改
修

業
務
委
託
料　

27
万
円
の
計
上

　
　
　
　
　

・
予
備
費　

30
万
８
千
円
の
追
加

★
平
成
30
年
度
簡
易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

１
百
万
円
の
追
加
、
総
額
１
億
９
百
59
万
２
千
円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　
　

・
一
般
会
計
繰
入
金　

１
百
万
円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・
水
道
管
整
備
工
事
請
負
費　

１
百
万
円
の
追
加

★
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　

内
容
： 

１
千
万
５
千
円
の
追
加
、
総
額
３
億
８
千
２
百
48

万
８
千
円

　
　
　
　
　

歳
入
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

現
年
度
分
介
護
給
付
費
交
付
金　

２
百
80
万
円

の
追
加

　
　
　
　

・ 

現
年
度
分
介
護
給
付
費
負
担
金
２
百
７
万
５
千

円
の
追
加

　
　
　
　
　

歳
出
の
主
な
も
の

　
　
　
　

・ 

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費　

２
千
７
百
80
万

円
の
減
額

　
　
　
　

・ 

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
２
千
６
百

30
万
円
の
追
加

採　決　の　様　子

定例会の様子

冨岡　宏  村長

12
月
定
例
議
会
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下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
及
び

役
場
消
防
庁
舎
整
備
計
画
に

係
る
特
別
委
員
会（

欠
席
委
員
な
し
）

10
月
19
日
開
催

議
会
運
営
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

11
月
27
日
開
催

6

【
ま
と
め
】

　

本
基
本
設
計
を
も
っ
て
実
施
設
計
に
入

る
こ
と
を
了
承
し
、
実
施
設
計
納
品
後
は
、

速
や
か
に
委
員
会
へ
建
設
費
等
の
概
要
を
報

告
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

募
な
け
れ
ば
村
外
へ
も
。

　

次
回
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
で
運
営
計
画
に
つ

い
て
協
議
す
る
。

委　
　
　

員

問
　

消
費
税
増
税
︵
８
％

↓
10
％
︶
の
影
響
は
あ
る
の

か
。

行
政
側
か
ら

　

平
成
30
年
度
内
︵
平
成
31

年
３
月
末
︶
の
契
約
で
あ
れ

ば
８
％
な
の
で
、
３
月
入
札

に
向
け
、
今
実
施
設
計
に
入

り
た
い
。

委　
　
　

員

問
　

２
階
の
イ
ベ
ン
ト
コ
ー

ナ
ー
で
は
何
を
行
う
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

今
後
運
営
方
法
を
含
め
て

検
討
す
る
。委　

　
　

員

問
　

入
浴
料
金
は
、
村
民

１
５
０
円
で
大
丈
夫
な
の

か
。

行
政
側
か
ら

　

事
業
認
定
の
際
に
、

　

平
成
30
年
12
月
定
例
会
の

運
営
に
関
す
る
事
項
に
つ
い

て
審
議
。

☆
定
例
会
は

　

今
期
定
例
会
は
、
12
月
５

日
招
集
の
意
向
を
受
け
、
提

出
と
な
る
案
件
等
を
勘
案
し

た
結
果
、
会
期
は
、
同
日
よ

り
７
日
ま
で
の
３
日
間
と
す

る
。

　

招
集
告
示
日
は
、
11
月
28

日
、
一
般
質
問
は
、
1
名
の

一
般
質
問
が
受
理
さ
れ
た
。

　

会
議
日
程
は
、
開
会
初
日

の
５
日
は
、
会
期
の
決
定
、

提
案
理
由
の
説
明
、
各
委
員

長
報
告
並
び
に
一
般
質
問
ま

で
と
し
、
７
日
に
議
案
等
の

審
議
を
行
う
。

☆
議
案
等
の
審
議
は

　

報
告
事
項
及
び
人
事
案
件

を
除
く
議
案
は
、
総
務
常
任

委
員
会
へ
付
託
し
審
議
す

る
。

☆�

人
事
案
件
の
提
案
が
あ
る

場
合
の
表
決
方
法
は

　

従
来
ど
お
り
無
記
名
投
票

で
行
う
。

委　
　
　

員

問
　

テ
ナ
ン
ト
募
集
す
る
「
食

堂
」
の
公
募
方
法
・
選
定
時

期
は
？

行
政
側
か
ら

　

細
部
は
こ
れ
か
ら
。
募
集

要
項
を
作
成
し
、
村
内
で
応

１
５
０
円
で
黒
字
な
の
で

２
０
０
円
に
上
げ
る
必
要
な

い
と
の
こ
と
で
、
１
５
０
円

で
ス
タ
ー
ト
す
る
。

委　
　
　

員

問
　

雪
対
策
の
た
め
の
屋
根
の

構
造
は
？

行
政
側
か
ら

　

雪
止
め
で
対
応
し
、
ツ
ラ

ラ
の
付
か
な
い
塗
装
で
あ

る
。

委
員
会
報
告

【
行
政
か
ら
の
説
明
事
項
】

１
．�

下
風
呂
温
泉
施
設
整
備
検
討
委
員
会

及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
の
概
要
に

つ
い
て

２
．�

下
風
呂
温
泉
整
備
事
業
平
面
図
に
つ

い
て

３
．�

下
風
呂
温
泉
整
備
事
業
工
程
表
に
つ

い
て

特別委員会の様子

杉山　太 委員長

杉山　太 委員長
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総
務
常
任
委
員
会

（
欠
席
委
員
な
し
）

12
月
６
日
開
催

7

　

12
月
５
日
招
集
の
平
成
30

年
第
４
回
定
例
会
開
会
日
に

本
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
９

議
案
に
つ
い
て
議
案
順
に
担

当
課
か
ら
の
説
明
を
受
け
審

査
し
た
。

　

ま
た
、
所
管
事
務
調
査
案

件
に
係
る
審
査
に
つ
い
て

は
、
平
成
30
年
度
工
事
進
捗

状
況
に
つ
い
て
及
び
税
の
収

納
状
況
に
つ
い
て
を
審
査
し

た
。

☆�

指
定
管
理
者
の
指
定
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て

委　
　
　

員

問
　

風
間
浦
保
育
所
の
指
定
に

関
し
て
、
﹁
み
ち
の
く
福
祉

会
﹂
の
強
み
及
び
保
育
理
念

に
つ
い
て

行
政
側
か
ら

　

複
数
の
保
育
園
を
経
営
し

て
お
り
、
経
営
の
ノ
ウ
ハ
ウ

が
あ
り
、
離
職
率
が
少
な
い

等
が
強
み
で
あ
る
。

委　
　
　

員

問
　

指
定
管
理
料
に
つ
い
て
十

分
精
査
さ
れ
て
い
る
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

給
与
昇
給
・
事
業
拡
大
等

に
よ
る
支
出
な
ど
毎
年
数

回
、
支
払
帳
簿
等
を
確
認
し

支
払
状
況
を
検
査
し
て
い

る
。

☆�

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
関

す
る
協
定
の
一
部
を
変
更

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い

て

委　
　
　

員

問
　

定
住
自
立
圏
の
形
成
に
係

る
協
定
の
一
部
変
更
に
は
、

地
熱
事
業
も
入
る
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

今
回
は
産
業
振
興
と
い
う

事
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
は

別
で
あ
る
。

☆�

平
成
30
年
度
一
般
会
計
予

算
を
補
正
す
る
こ
と
に
つ

い
て

委　
　
　

員

問
　

農
道
整
備
事
業
の
多
額
の

減
額
の
理
由
は
。

行
政
側
か
ら

　

県
事
業
の
た
め
、
県
の
算

定
で
の
当
初
予
算
額
の
計
上

で
あ
り
、
事
業
の
支
払
額
が

大
き
く
下
回
っ
た
た
め
の
減

額
。

委　
　
　

員

問
　

学
校
冷
房
設
備
設
置
工
事

実
施
設
計
に
つ
い
て
、
村
の

実
態
か
ら
冷
房
設
備
が
必
要

な
の
か
。

教
育
長
か
ら

　

近
年
の
猛
暑
に
よ
る
全
国

的
な
熱
中
症
な
ど
か
ら
子
供

た
ち
の
生
命
を
守
る
た
め
の

国
の
施
策
で
あ
り
、
今
年
度

着
手
す
る
こ
と
に
よ
り
有
利

な
財
政
措
置
を
も
っ
て
実
施

で
き
、
内
容
と
し
て
も
必
要

最
小
限
の
所
へ
の
設
置
を
計

画
し
て
い
る
。委　

　
　

員

問
　

ニ
ホ
ン
ザ
ル
看
視
人
に
つ

い
て
、
予
算
が
減
額
と
な
っ

て
い
る
が
、
そ
の
理
由
と
来

年
度
も
減
員
と
な
る
の
か
。

行
政
側
か
ら

　

当
初
サ
ル
看
視
人
を
二
人

募
集
し
た
が
一
人
の
応
募
し

か
な
か
っ
た
た
め
の
減
額
で

あ
り
、
来
年
度
も
一
名
の
計

画
予
定
で
あ
る
。

☆�

平
成
30
年
度
工
事
進
捗
状

況
及
び
税
の
収
納
状
況
に

つ
い
て

　

特
段
質
疑
な
し
。

《
審
査
の
結
果
》

　

付
託
さ
れ
た
全
９
議
案
に
対
し
、
全
会

一
致
で
原
案
ど
お
り
可
決
と
し
た
。

委
員
会
報
告

総務常任委員会の様子

菊池　隆年 委員長

風間浦保育所
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村政を問う！
一般質問　

8

Ｑ
嶋中

今
後
、
藻
場
再
生
を
再
度
考
え
る
気
は
な
い
の
か
。

Ｑ
嶋中

高
台
に
避
難
す
る
道
路
整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

Ｑ
嶋中

ウ
ニ
籠
養
殖
に
対
し
村
と
し
て
ど
ん
な
支
援
を
し
て
い

く
の
か
。

Ｑ
嶋中

電
灯
は
設
置
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ｑ
嶋中

蛇
浦
地
区
に
あ
る
中
間
育
成
施
設
の
有
効
活
用
に
つ
い

て

Ｑ
嶋中

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
？

Ａ
政行

水
産
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
事
業
等
を
展
開
し
、
管
内
関
係

団
体
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
藻
場
造
成
を
進
め
て
い
く
。

Ａ
政行

第
一
次
避
難
所
の
経
路
に
は
、
転
落
防
止
柵
の
設
置
や
階

段
の
改
修
、
標
識
設
置
な
ど
道
路
整
備
を
順
次
実
施
し
て

い
る
。

Ａ
政行

風
間
浦
村
地
域
協
議
会
の
主
体
性
を
重
ん
じ
な
が
ら
県
関
係
機

関
と
の
調
整
や
村
と
し
て
出
来
る
範
囲
で
支
援
し
て
い
く
。

Ａ
政行

易
国
間
地
区
の
避
難
路
に
4
基
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
灯
や
ソ
ー

ラ
ー
屋
外
ラ
イ
ト
を
設
置
し
て
お
り
、
今
後
は
必
要
に
応

じ
て
設
置
を
進
め
て
く
。

Ａ
政行

現
在
は
、
蛇
浦
漁
協
が
沿
岸
漁
業
振
興
に
利
用
す
る
と
の

申
し
合
わ
せ
が
さ
れ
て
お
り
、
今
後
に
お
い
て
は
必
要
に

応
じ
て
適
宜
対
応
し
て
い
く
。

Ａ
政行

雪
対
策
も
含
め
、
各
自
主
防
災
組
織
を
は
じ
め
消
防
団
、

関
係
団
体
等
と
連
携
、
協
議
し
な
が
ら
避
難
道
の
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。

　一般質問とは、定例会（臨時会は除く。）にお
いて、議員が、あらかじめ通告して、村の施策の
状況や方針について、報告・説明を求めたり質問
することです。
　当村議会においては、一質問者の持ち時間は
１時間に制限されています。
　今期定例会では、１名の議員が登壇しました。

一
般
質
問

中嶋　茂 議員

１．漁業振興対策について
２．津波避難道について

高台への津波避難道路 中間育成施設

１．漁業振興対策について２．津波避難道について
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活
動
報
告

【平成30年：議会活動報告】
（１）定例会・臨時会の開催状況

（２）審議件数等

（３）一般質問の状況（カッコ内は、平成２９年の状況）

（４）委員会開催状況

（５）議員研修等参加状況

区　　分 会　　　期 会期日数 審議日数 休会日 繰上日数 傍聴者数

第1回定例会 3月６日〜９日 4日 2日 2日 0日 17人

第2回定例会 6月12日〜14日 3日 2日 1日 0日 9人

第3回定例会 9月3日〜7日 5日 4日 1日 0日 7人

第4回定例会 12月5日〜7日 3日 2日 1日 0日 3人

区　　　　分
村 長 提 出 議 員 提 出

条 例 予算・
決 算 人 事 専決処分

・ 報 告 その他 意見書 条 例 委員会
報 告

定 例 会 15 33 8 6 5 0 1 20

臨 時 会 0 0 0 0 0 0 0 0

計 15 33 8 6 5 0 1 20

審議方法
本会議即決 0 7 8 4 5 0 1 20

委員会付託 15 26 0 2 0 0 0 0

区　　　分 質 問 者 数 内 容 件 数
第 1 回 定 例 会 3人（0人） 6件（0件）
第 2 回 定 例 会 3人（5人） 5件（8件）
第 3 回 定 例 会 2人（1人） 2件（1件）
第 4 回 定 例 会 1人（2人） 2件（2件）

計 9人（8人） 15件（11件）

議会運営委員会 ４回 大間原子力発電所対策特別委員会 ４回

総務常任委員会 ４回 下風呂温泉施設整備及び役場消防庁舎
整備計画に係る特別委員会 ７回

議会広報編集委員会 ９回 予算審査特別委員会 ２回

実　施　日 研修場所 研　　修　　内　　容

5月24日 青森市
（委員4人参加） ・議会広報研修会（広報の編集手法等の実務研修）

5月29日 東京都
（正副議長参加）

・�全国議長・副議長研修会（町村議会の在り方等に係る講
演及び事例発表）

7月12〜 13日 青森市・西目屋村
（全員参加）

・�県下町村議会議員研修会（議会活動活性化に関わる講演
を聴講）
・バイオマス施設視察

8月24日 青森市
（4人参加）

・�全国自治体政策研究交流会議（全国から自治体や自治研
究者等が、地域の課題に�ついて議論）

10月4〜6日 茨城県・福島県
（6人参加）

・�新型原子炉に関する技術開発現場視察・被災後、廃炉に
向けた現状を視察
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

正
月
休
み
も
終
わ
り
、
帰
省

し
た
方
々
は
、
あ
た
た
か
い
お
正

月
を
迎
え
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

今
年
は
、
年
号
が
変
わ
り
ま

す
。
村
民
の
皆
様
と
共
に
、
こ

の
一
年
に
期
待
を
込
め
新
た
な

る
ス
タ
ー
ト
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

風
間
浦
村
議
会
広
報
は
、
今

後
も
読
み
や
す
く
分
か
り
や
す

い
情
報
を
お
届
け
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

 　

（
文
：
能
登
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

　
　

委
員
長　

蛸
島　
　

巨

　
　
副
委
員
長　

中
嶋　
　

茂

　
　

委　

員　

菊
池　

隆
年

　
　
　

〃　
　

能
登　

勝
彦

　
　
　

〃　
　

杉
山　
　

太

　平成 30 年度風間浦村防災避難訓練が下風呂地区を対象として実施されました。
　下風呂自治会（自主防災組織）では、住民への積極的な参加を呼びかけ 45 名の皆さんが訓
練に参加しました。避難所では、自治会役員が避難者の受付など災害時を想定した訓練を行い
ました。今後も災害に備え地域で防災に対する備えと準備をよろしくお願いします。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（取材：中嶋）

【皆さんご苦労様でした！！】

風間浦村防災避難訓
練へ参加

ち
ょ
っ
と
一
言

編
集
後
記


